
1969(昭和44)年11月創刊 
日刊(祝日・土日休刊) (1) 

79,200 
39,600 

23年需要 前年比2.5％の微増 

国内ネオジム・ジジムは8.5％増 

新金属協会・希土類部会 

一般社団法人新金属協会（諏訪邉武史会長）の希土

類部会（部会長：松岡晃ソルベイ・スペシャルケム・

ジャパン株式会社代表取締役）はこのほど、2023年の

希土類製品の需要実績を集計し公表した。磁石用、電

池用、自動車触媒用等で増加した一方、蛍光剤用、研

磨材用で減少するなど、用途や元素ごとに状況は異

なったが、合計では16,434トンと、22年に比べ2.5％

の微増となった。概要は次の通り。 

１．磁石 

23年のネオジムの供給量は中国国内外ともに増加した。 

半導体の供給改善で世界的に自動車販売台数が増

加。中国は経済が低迷しているものの、23年新車生産

台数が過去最高の3,000万台を超え、前年比11.6％増

となった。日本国内の需要も増加し、23年ネオジム・

ジジムの国内需要は同8.5％増の5,229トンとなった。 

２．蛍光体 

23年の蛍光ランプ国内出荷個数は同約14％減。LED

ランプへの代替が進み蛍光ランプ市場は縮小傾向が続

いている。環境配慮気運の高まりや電力コストの上昇

も代替を加速させている。 

23年の薄型テレビ国内出荷台数は、同約10％減。ス

テイホーム需要の収束、物価高騰が影響しているもの

とみられる。個人がスマホ等で動画を視聴するスタイ

ルの普及もあり10～30代層に「テレビ離れ」も見られ

る。PCやタブレット端末などのテレワーク特需も収

束。LEDの波長変換にはレアアース系蛍光体も用いら

れるが、使用量は極めて少ない。また有機ELなどレア

アースを用いない新たな発光材料も浸透。この分野の

レアアース需要は減少した。   （次頁へつづく） 

鉛建値は3,000円引き下げ 

41万7,000円 
5月の月内建値平均は41万3,000円 

三菱マテリアルは28日、電気鉛建値を3,000円引き

下げの41万7,000円にすると発表、同日より実施し

た。5月の月内建値平均は41万3,000円。 

25日に入電した直近のＬＭＥ鉛相場前場売値は

2,248.50ドル。28日の東京市場の米ドルTTSレートは

157.94円。 

この値で換算した採算価格は、35万5,100円。建値

と採算価格から見た諸掛りは6万1,900円となる。 

直近6か月の建値推移は次の通り。(キロ当たり円、

カッコ内は改訂日) 

2023年 

  12月… 378(1) 363(7) 357(15)    平均363.3 

2024年 

 1月… 354(4) 363(11) 366(18) 384(26) 平均366.5 

 2月… 387(1) 381(8) 378(16) 381(22)  平均381.9 

 3月… 375(1) 378(8) 369(25)    平均676.8 

 4月… 363(1) 378(5) 387(12) 396(19)  平均382.7 

 5月… 408(1) 411(15) 420(22) 417(28) 平均413.0 
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2024年3月期決算 

純利益 23年度並みの91億円 

神鋼商事 

神鋼商事株式会社（森地高文社長）はこのほど、

2024年3月期連結決算を発表した。国内自動車生産の

増加による緩やかな回復などから、売上高は5,914億

31百万円（前年比1.1％増）、経常利益は128億14百万

円（同1.1％ 増）、純 利 益 は91億11百 万 円（同0.9％

減）となった。 

鉄鋼セグメントの主力特殊鋼・鋼板製品は、建築分野

で需要が減少したが、国内自動車生産台数の増加により

緩やかに回復。また鋼材価格の上昇などにより増収増益

となった。売上高は2,578億39百万円（同8.1％増）、セ

グメント利益は66億34百万円（同29.1％増）。 

非鉄金属セグメントで、銅製品は車載用コネクター向

け銅板条、非鉄原料はアルミ屑・銅屑の取扱量が微増。

アルミ製品は海外で自動車関連取扱量が大幅減となり、

売上高は1,718億47百万円（同11.6％減）、セグメント

利益は16億35百万円（同38.9％減）となった。 

鉄鋼原料セグメントの神戸製鋼所向け主原料は、同

社粗鋼生産の減産に伴い取扱量が減少し、原料価格も

下落。一方、商事の重点分野バイオマス燃料は取扱量

が堅調に推移し、売上高は726億26百万円（同12.5％

増）、セグメント利益は15億14百万円（同1.1％増）

となった。 

３．セラミックコンデンサ 

23年1～12月のセラミックコンデンサの国内生産は

同約10％減の10,038億個。エレクトロニクス市場は

PC、タブレット端末やデータセンター向け需要の低

迷が継続した。カーエレクトロニクス向けは自動車の

生産が緩やかに回復し、EV化による使用部品数も増加

したことで需要は堅調に推移した。 

中国の内需低迷に伴い市場全体は低調だったが、年

後半からは半導体向けやエレクトロニクス市場も回復

に向かっているとみられる。しかし、セラミックコン

デンサでは脱レアアース化が浸透しており、小型化、

生産者の現地生産なども重なりレアアースの使用量は

低位安定で大きな変化はない。 

４．排ガス触媒 

23年の世界の自動車生産は、コロナ感染や半導体不

足の影響から回復し台数は同10％近く増加、国内の自

動車生産台数は同15％増と好調に推移した。 

23年1-12月の自動車排気ガス浄化用触媒の生産量は

9,847ｔと22年1-12月の9,418ｔから5％増、販売量は

22年から2％増、販売金額は25％減となった。生産

量、販売量は前年を上回ったが、自動車生産台数の伸

びと比較すると上昇幅は低い。これは中国向けの輸出

が低調であったためとみられる。販売金額の減少は、

触媒成分である貴金属価格の下落により販売単価が低

下した影響による。 

５．研磨材 

液晶用ガラス基板、ハードディスク用ガラス基板な

どに使用されるセリウム系研磨材の23年1～12月の需

要は、総じて低調に推移したとみられる。テレビや

ノートPC、タブレットなどに使用される液晶用ガラ

ス基板向けは、欧米をはじめとするインフレの継続や

不透明な国際情勢などにより個人消費の伸びを欠き、

多くのメーカーは調整局面で推移したと推定される。 

またハードディスク用ガラス基板向けも、世界経済

の不透明感を背景にデータセンターなどの計画の後ろ

倒しにより低調な状況が続いたとみられる。 
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2024年3月期決算 

 純損失464億円 

ラスプ鉱山閉山決定など影響 

東邦亜鉛 

東邦亜鉛株式会社（伊藤正人社長）はこのほど、

2024年3月期の連結決算を発表した。亜鉛の相場安

や、亜鉛、銀製品の減販もあり、売上高は1,308億3百

万 円と前期 比149億60百万 円（10％）の減 収。加え

て、ラスプ鉱山閉山決定の影響による損失218億円な

どの計上があり、営業損益は6億9000万円の赤字（前

期は40億4900万円の黒字）、経常損益は106億9000万

円の赤字（同31億3700万円の黒字）。純損失が464億

15百万円と膨れ、前期比472億10百万円の大幅減益と

なった。 

主力の亜鉛は、自動車や家電業界向け亜鉛めっき鋼

板の需要伸び悩みを受けて減販。鉛も一部自動車メー

カーの品質問題による生産台数減と、東邦契島製錬の

生産減により減販となった。 

損益面では、製錬事業の亜鉛が相場安によるフリー

メタル収入減など、鉛、銀も生産減やリサイクル原料

の調達価格高などから、前期比9億円の減益。環境・

リサイクル事業は、亜鉛の相場安などもあり同9 億円

の減益となった。資源事業では、豪ラスプ鉱山の粗鉱

品位の低下などもあり同26億円の減益、また本格操業

を始めた豪アブラ鉱山は不安定な操業による赤字計上

などもあり、同115億円の減益となった。 

営業損失は6億90百万円と同47億39百万円減、経常損

失は106億90百万円と同138億27百万円の減益。また、

24年のラスプ鉱山閉山を決定した影響で減損損失218億

円を、また中国関係会社の売却による関連損失40億円も

計上したことなどから、当期純損失は464億15百万円

と、同472億10百万円の大幅な減益となった。 

製錬事業の亜鉛は自動車減産などから前期比減販と

なったほか、相場下落の影響が大きく売上高は21％の減

収。鉛も自動車減産などから減販となったが、円安の影

響で国内販売価格が上昇したこともあり、売上高は7％

の増収。銀は円安による国内販売価格の上昇もあったが

減販の影響が大きく、売上高は10％減となった。 

2024年3月期決算 

純利益 前期比4.4％増 

日本精鉱 

日本精鉱株式会社（植田憲高社長）はこのほど、

2024年3月期の連結決算を発表した。家電分野向けの

回復遅れなどがあったが粉末事業の販売を伸ばし、売

上高は前年度比334百万円減（2.1％減）の15,589百万

円、経常利益は同85百万円減（10.8％減）の706百万

円、純利益は同20百万円増（4.3％増）の502百万円と

なった。 

アンチモン事業の販売は、自動車分野で緩やかに回

復する一方、家電分野などは回復が遅れた。また、製

造業全般の生産部品などは顧客の在庫調整が続いてお

り、販売数量は前年度比15.8％減の4,527トン。同事

業の売上高は同15.0％減の8,274百万円、セグメント

利益は62.7％減の291百万円となった。 

金属粉末事業の電子部品向け金属粉末の販売では、

在庫調整が収束し、数量は同3.1％増の848トン。粉末

冶金向け金属粉末では、自動車分野の生産回復から在

庫調整が収束し、全体では同0.4％増の2,121トンに。

同事業の売上高は、比較的販売単価の高い金属粉末製

品の販売が伸びたため同18.3％増の7,282百万円、セ

グメント利益は、受注回復による操業度上昇などから

同348百万円増益（前年度は11百万円の損失）の337

百万円となった。 

2024年3月期決算 

純利益 前年比32％減の66億円 

日鉄鉱業 
日鉄鉱業株式会社（森川玲一社長）はこのほど、

2024年3月期の連結決算を発表した。資源、機械・環境

事業等の増収により、売上高は1,668億8千4百万円（前

期比1.7％増）。一方、金属部門等の減益などから経常

利益は120億5千6百万円（同8.7％減）と減少し、純利益

は、株式売却益の減少に加え税金費用の増加もあり66億

2百万円（同32.5％減）と大幅に減少した。 

資源事業の金属部門では、電気銅の国内販売価格が高

水準で推移して販売数量も増加し、売上高は883億1千8

百万円と前期に比べ1.6％増。一方、アタカマ銅鉱山の

生産コスト増などにより、営業利益は29億9千1百万円

と前期比54.8％減少した。 

鉱石部門は、主力石灰石の販売価格上昇などにより、

売上高は606億9千万円と前期に比べ2.1％増加し、営業

利益は59億7千4百万円と前期比0.1％増加した。  
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モビリティＤＸ戦略を策定 

経済産業省・国土交通省 

経済産業省と国土交通省はこのほど、次世代自動車

ソフトウェア・ディファインド・ビークル（SDV）を

はじめとする自動車分野のDX国際競争を勝ち抜くた

め、昨年から官民で検討してきた「モビリティDX戦

略」を策定し、公表した。 

自動車を取り巻くデジタル技術の進展に伴い、自動

車産業のバリューチェーンや産業構造に大きな変化が

もたらされ、自動車を巡る競争はグローバルなゲーム

チェンジが起こりつつある。 

SDVは、クラウドとの通信により、自動車の機能を

継続的にアップデートすることで、運転機能の高度化

など従来車にない新たな価値が実現可能な次世代車。

自動車DXは電動化と並ぶ競争軸となり、SDVの実装

も進展するとみられている。両省はこうしたのなか

「モビリティDX検討会」を発足し、2030～35年に向

けた日本の勝ち筋として「モビリティDX戦略」を策

定した。 

戦略では、特に激しい競争が生じて官民連携による

取組を進めるべき協調領域として、「SDV領域」「モ

ビリティサービス（自動運転等）領域」「データ利活

用領域」の3領域を特定、各領域での勝ち筋、“オール

ジャパンの打ち手”を具体化した。 

主な取組は、「SDV領域」では高性能半導体等の研

究開発、開発効率化のためのシミュレーション環境の

構築など協調領域の拡大など。「モビリティサービス

領域」では自動運転トラックの実証支援、ロボットタ

クシーの開発支援など。 

「データ利活用領域」ではウラノスエコシステムの

運用、自動車全体の排出量把握や物流効率化などへの

ユースケース拡張など。 

また、「モビリティDXプラットフォーム」の立ち

上げも提示。自動車産業のほか、スタートアップ、異

業種、大学、研究機関、個人などの様々なプレイヤー

が参画し、取組の機運醸成を図りつつ、新たな企業間

連携の促進、ソフトウェア人材確保のためのコンペ

ティション、新規取組の検討を進める「コミュニ

ティ」づくりを挙げている。 

官民で目ざすべき中長期目標の設定とその実現に向

けたロードマップでは、SDVのグローバル販売台数に

おける「日系シェア3割」の実現を「2030年及び2035

年」としている。 

※5月24日の出来高は速報値です。 
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5月20日 5月21日 5月22日 5月23日 5月24日

出来高 65,644 76,454 68,580 66,972 44,912

直物 2,283.50 2,291.00 2,290.00 2,235.00 2,248.50

先物 2,337.00 2,343.00 2,343.00 2,284.00 2,297.00

LME鉛
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5月20日 5月21日 5月22日 5月23日 5月24日

出来高 96,300 94,616 112,091 84,666 64,502

直物 3,047.00 3,093.00 3,030.00 3,007.00 3,012.50

先物 3,087.00 3,142.50 3,082.00 3,051.50 3,063.00
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 28日朝入電の海外相場は、

現地27日が英国、米国ともに

バンクホリデーに当たるため、

LME（ロンドン金属取引所）、COMEX（ニューヨー

ク商品取引所）ともに休場。 

SHFE(上海期貨交易所)の銅相場7月限は、前営業日

の8万3,860元より40元安の8万3,820元。 

28日の東京為替市場TTSレートは、前日の157.87円

より0.07円の円安ドル高、1ドル＝157.00円。 

25日に入電した直近のLME銅相場直物前場売値は1

万256.50ドル。 

この値と28日の東京外国為替市場USドルTTSレー

トから計算した国内採算値は、前日より横ばいの165

万7,000円。 

この日、電気銅建値は166万円に据え置かれた。 

 

為替動向 

28日早朝の東京外国為替市場で円相場は横ばい圏の

推 移。8時30分、前 日17時 と 比 べ0.01円 の 円 安 ド ル

高、1ドル＝156.91円～156.93円だった。日米の金利

差は依然大きく円売りドル買いが出易い状況だが27日

は英米の市場が休場で材料に乏しく相場は方向感を欠

いていた。 

円は対ユーロでは下落。8時30分、前日17時と比べ

0.15円の円安ユーロ高、1ユーロ＝170.40円～170.44

円で推移した。ECB理事会メンバーのフランス中銀総

裁が「6月、7月の両会合で利下げの可能性を排除すべ

きでない」との認識を示したと伝えられ、EU主要国

で株価指数が上昇。対ユーロで円が売られた。 

円は対英ポンドでも下落。8時30分、前日17時比べ

0.50の円安ポンド高、1ポンド=200.38円～200.43円で

推移した。英中銀の早期利下げ観測が後退し円売りポ

ンド買いが優勢になった。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感  (単位は千円) 

(5月23日更新) 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平

均的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が1382～1387、上銅新のうちタフピッ

チや無酸素銅などは1347～1352、並銅は1312～

1322、込銅（高品位＝約97％）は1302、セパは

956～961。コーペルは要り用筋で897、それ以外

は882ほど。黄銅削粉も同様に要り用筋907、それ

以外877～887どころの値頃。並青銅鋳物削粉は

1148～1153どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が1362

～1382、上銅新くずが1327～1347、普通上銅が

1302～1322、2号 銅 線 が1294～1314、並 銅 が

1292～1312、込 銅 (94-97％ ) が1240、込 銅 (90-

93％ ) が1242、下 銅 が825～875、セ パ が921～

956、コ ー ペ ル が837～882、黄 銅 棒 地 が832～

877、黄 銅 削 粉 が827～872、黄 銅 ラ ジ が792～

800、交叉ラジが774～831、黄銅銅鋳物が715～

722、送 り が521～540、上 青 銅 鋳 物 が1145～

1165、並青銅鋳物が1125～1140、上青銅鋳物削

粉が1140～1160、並青銅鋳物削粉が1115～1135

どころ。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 

(1トン程度･置場･現金･キロ当たり円) 

関東地区（5月後半） 

2S=253円 ～274円、63S=238円 ～289円、ア

ルミホイール(1P)=255円～269円、ビス付サッ

シ=166円～175円、エンジンコロ=164円～176

円、込合金(機械鋳物)=167円～175円、缶プレ

ス(ソフト)=161円～173円。 

関西地区（5月後半） 

2S=277円 ～279円、63S=170円 ～304円、印

刷版=165円～267円、アルミホイール(1P)=160

円～301円、ベースメタル=150円～231円、機械

鋳 物 =165円 ～169円、ダ ラ イ 粉 =187円 ～190

円、ビス付サッシ=170円～195円、缶プレス

=178円～183円。 

5月10日～5月23日(現地) 
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日刊金属 ２０２４(令和６)年   ５月２９日(水) (6) 昭和４４年１１月創刊 

入電 ・ 現地 5月27日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 -

セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 -

■ＮＹ相場  

前場買値 前場売値 終値 出来高 取引業者銅(セント/ポンド) - - -

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) - - -

現   物 - - -  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 - - - 金（オンス） -

先   物 - - - -  アンチモン99.65％（トン) - ― -

前日比 - - - - ビスマス99.9％(ポンド) - ― -

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) - ― -

現   物 - - - インジウム99.99％(キロ) - ― -

前日比 - - - セレニウム99.5％(ポンド) - ― -

先   物 - - - - スポンジチタン99.5％(キロ) - ― -

前日比 - - - - フェロモリブデン欧州産65%(キロ) - ― -

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) - ― -

現   物 - - - マグネシウム中国産99.9％(トン) - ― -

前日比 - - - タングステンAPT(純分10キロ) - ― -

先   物 - - - - タンタル鉱石30-35％(ポンド) - ― -

前日比 - - - - ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （27日） （28日）

現   物 - - - 相   場 - -

前日比 - - - 出来高 - -

先   物 - - - - ドル建て価格 - -

前日比 - - - -  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.7071 4.6909

現   物 - - - 採算円／キロ - -

前日比 - - -  US$採算円／キロ - -

先   物 - - - - ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

前日比 - - - - (5/23現在) 銅 112,675 2,650

アルミ合金 　 錫 4,945 10

現   物 - - - 鉛 198,750 ▲ 3,425

前日比 - - -  亜鉛 257,225 ▲ 400

先   物 - - - - アルミ 1,124,700 ▲ 3,075

前日比 - - - - アルミ合金 1,580 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 120 -

現   物 - - - ニッケル 83,988 ▲ 54

前日比 - - -  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 - - - - (5／24 現在） 銅 300,964 9,944

前日比 - - - - アルミ 214,946 ▲ 688

ニッケル 亜鉛 129,083 ▲ 1,483

現   物 - - - 鉛 55,213 ▲ 17,658

前日比 - - - ニッケル 25,699 1,209

先   物 - - - - ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

前日比 - - - - (5／28 ） 銅 10,503.5 - 10,507.0

ＮＹコメックス相場 (3:00AM現地) 錫 33,880.0 - 34,075.0

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 2,322.0 - 2,323.5

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 3,082.5 - 3,084.0

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ 2,688.0 - 2,689.0

5月限 - - - - - ニッケル 20,340.0 - 20,365.0

6月限 - - - - - ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

7月限 - - - - - 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

8月限 - - - - - 6月限 83520 20955 24615 18540 152830

9月限 - - - - - 7月限 83820 21000 24715 18540 153550

前 日 比 - - - - - 前 日 比 ▲ 60 110 80 70 680

出 来 高 - - - - - 出 来 高 33141 32643 24615 2680 110830

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 21.91

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ - - - - - - - 83520 20955 24615 18540

157.94 - - - - - - - 1830 459 539 406

+0.07 - - - - - - - ▲ 5 1 1 0

（5月28日

※28日のKLTMは入電がありません。27日のロンドン、ニューヨーク市場は休場

元・円＝



日刊金属 ２０２４(令和６)年   ５月２９日(水) (7) 昭和４４年１１月創刊 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 電線（現場納め 定尺 関西地区 大口～小口）

銅小板2.0ミリ  1990  1895 亜鉛板0.3×3×7  650  650 ＶＶＦ

建築用0.3ミリ  2040  1945 印刷用亜鉛板トッパン用  750  750 2Ｃ×1.6 69～71

銅大板2×1×2  2120  2095 給水管13ミリ  280  280 2Ｃ×2.0 121～124

銅管(ベース)  2050  2095 鉛板1.5ミリ  620  620 3Ｃ×1.6 127～130

水道用管(m当たり)13ミリ  1960  2005 鉛線3ミリ  445  445 3Ｃ×2.0 175～178

銅棒25ミリ  1900  1865 軽圧品 大阪 東京 ＩＶ

銅条1.5×100  1955  1910 アルミ箔0.007ミリ  1160  1175 1.6mm 39.7～42.2

銅線0.9ミリ  1980  1925 　〃　小板1ミリ  795  805 5.5sq 110～116

銅帯6×50  1860  1865 　〃　大板1ミリ  775  795 14sq 273～291

銅平角線  2180  2095 　〃　5052板  835  845 CV-T

黄銅小板2.0ミリ  1580  1505 　〃　6061板  1360  1375 600V  3Ｃ×38 2098～2230

　　〃　0.3ミリ  1610  1535 　〃　2017板  1290  1405 600V  3Ｃ×60 3249～3454

黄銅大板2×1×2  1730  1685 　〃　線3ミリ  775  790 600V  3Ｃ×100 5445～5788

黄銅管  2060  2075 　〃　快削棒50ミリ  995  1010 6kV  3Ｃ×38 3268～3462

復水器用黄銅管  2030  2045 　〃　合金棒50ミリ(17S)  980  990 6kV  3Ｃ×60 4632～4906

黄銅棒快削25ミリ  1355  1380 　〃　合金棒50ミリ(56S)  935  950 CVV 　（関西­関東）

六角棒  1385  1410 3Ｃ×2 153­157

四角棒  1415  1440 貴金属(一般小口向け) 4Ｃ×2 205­210

鍛造用  1395  1420 白金(グラム) 6Ｃ×2 295­302

ネーバル  1495  1520 パラジウム(グラム) 7Ｃ×2 338­346

高力  1495  1520 金(グラム) 合金鉄 3月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1765  1685 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  137 

黄銅平角線ロール仕上  1965  1895 　　　〃　　　その他  201.6 

黄銅条1.5×100  1575  1520 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  222 

リン青銅板一般用1.0ミリ  3360  3550 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  232 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  3600  3800 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  4594 

リン青銅棒25ミリ  3440  3650 タンタル フェロバナジウム  3133 

リン青銅線3ミリ  3890  4100 マグネシウム フェロニッケル33％未満  508.6 

洋白板一般用1.0ミリ  4000  4150 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  4140  4310 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 

1種　 BC　1種　  1470 

2種　 2種　  1860 

3種　 3種　  1960 

4種　 6種　  1635 

5種　 7種　  1740 

7種　 YBSC　3種　  1285 

8種　 LBC　3種　  1870 

9種　 PBC　2種　  1990 

 31962 

5月16日改定 5月7日発表

 6070 

 5895 

 5705 

 5060 

 4765 

 1770 

 1550 

 1345 

 4895 

（5月28日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◎ 5949 

◎ 5797 

◎ 13107 

◎ 178750 

3月通関（CIF）

 374 

 4860 

 81502 

 432 



日刊金属 ２０２４(令和６)年   ５月２９日(水) (8) 昭和４４年１１月創刊 

山元建値　 電気銅 1660(23) 金 11,885(28)

（）実施日　 電気鉛 417(28) 銀 162,010(28)

電気亜鉛 532(23) 錫(99.99％) 6,850(20)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 43,000 ～ 50,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  1452  1453 電 気 銅 ◎ 1646 ◎ 1641 ◎ 1648 ◎ 1643 

2 号 銅 線  1410 　 　― 電 気 亜 鉛  491  485  491  485 

上 銅 ( 新 切 )  1423  1416 蒸 留 亜 鉛  479  473  479  473 

雑 ナ ゲ ッ ト  1272  1271 再生ダイカスト亜鉛2種  419  413  419  413 

並 銅  1365  1348 再 生 亜 鉛 (98%)  374  368  374  368 

下 銅  1346  1321 電 気 鉛 ◆ 392 ◆ 389 ◆ 392 ◆ 389 

銅 削 粉  1326  1321 再 生 鉛 1 号 ◆ 377 ◆ 367 ◆ 366 ◆ 361 

銅 さ い (30%)  25  25 再 生 鉛 3 号 ◆ 381 ◆ 377 ◆ 371 ◆ 367 

新 切 黄 銅 セ パ  1099  1110 錫 1 号  5500  5450  5500  5450 

コ ー ペ ル  1063  1066 ア ン チ モ ン  2100  2050  2100  2050 

黄 銅 棒 地  1041  1054 ニッケル (メッキ用 )  3450  3400  3450  3400 

黄 銅 削 粉  1035  1049 コ バ ル ト  5500  5200  5500  5200 

並 黄 銅  975  940 セ レ ニ ウ ム  4100  3900  4100  3900 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  899  883 ビ ス マ ス  1600  1500  1600  1500 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  923  891 カ ド ミ ウ ム  800  750  800  750 

黄 銅 鋳 物  980 　 　― マ グ ネ シ ウ ム 合 金  470  450  470  450 

山 送 り (55%)  575 　 　― ア ル ミ 地 金 99.70 ％  461  457  463  459 

上 青 銅 鋳 物  1176 　 　― ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  345  340  345  340 

並 青 銅 鋳 物  1174  1164 〃 90 ％  335  330  335  330 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  1169 　 　―　 アルミ二次合金ADC12  446  441  449  444 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  1159  1148 鋳 物 用 C2BS  461  456  463  458 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 ) 　 　―  1461 青 銅 合 金 地 金 3 種  1855  1845  1975  1965 

〃 ( 鋳 物 )  1290 　 　― 〃 6種  1585  1575  1675  1665 

リ ン 青 銅 削 粉  1208  1202 ハ ン ダ 錫 60 ％  3765  3725  3785  3755 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  1220  1209 〃 50 ％  3260  3210  3280  3250 

新 切 亜 鉛  276  276 〃 40 ％  2820  2760  2775  2745 

ダ イ カ ス ト く ず  193  193 減 摩 合 金 2 種  5360  5330  5365  5335 

亜 鉛 ド ロ ス  173  183 〃 4 種  4600  4575  4605  4575 

上 鉛  220  218 〃 7 種  1590  1540  1590  1540 

電 池 素 鉛 ケ ー ス 込  80  80 ス テ ン レ ス ・ 特 金  85  90 

活 字 鉛  200  197  70  75 

新 切 ア ル ミ 1 級  300  308  270  270 

新 切 サ ッ シ 1 級  310  306  370  370 

新 切 合 金 1 級  296  291  35  32 

機 械 鋳 物 1 級  241  254  180  180 

ビ ス 付 サ ッ シ P  257  260 

合 金 削 粉 P  198  194 

込 ガ ラ P  161  165 

カ ン ・ バ ラ  224  218 

18-8ステンレス　新切

〃　　ダライ粉

高耐食ステンレスSUS316

耐熱ステンレスSUS310

13クローム　新切

ハイス　　9種

◎上げ　◆下げ (5月28日調べ)

大　阪 東　京

仲間相場 仲間相場


